
○変更の届出

 出産の予定日で届出を行い、出産の予定日を基準とした産前産後期間よりも出産の日を基
準とした産前産後期間の方が長い場合や、単胎として届出を行ったが、その後、多胎である
ことが判明した場合は産前産後期間の変更の届出が行えます。

（例１）２０１９年４月の施行日以降、４月を出産予定日として届出を行ったが、出産日が５月
になった場合。
→出産予定日では産前産後免除期間は３か月となり、出産日では産前産後免除期間は４
か月になります。

（例２）１０月を出産予定日として届出を行ったが、出産日が９月となり、１２月から第３号被保
険者となった場合。
→出産予定日では産前産後免除期間は３か月となり、出産日では産前産後免除期間は４
か月になります。

（例３）３月を単胎の出産予定日として届出を行ったが、その後、多胎だと判明した場合。
→単胎では産前産後免除期間は４か月となり、多胎では産前産後免除期間は６か月となり
ます。


